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鉄筋コンクリート床版 t=230
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(  )　:桁軸に直角方向の寸法を示す。

((  )):標準桁配置の場合。

注

断面図

DL=30.000 注 (  ):フーチング端部に直角方向の勾配を示す。

DL=25.000

DL=20.000
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1:2

1:2

1:2

550

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道 央 自 動 車 道

産化美唄川橋

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

橋梁一般図　下り線（その２）

－

－

－

産化美唄川橋　橋梁一般図　下り線（その２）
 /７    ２８



位置図

A001 P001
産化美唄川

A002P002

A001
F

P001

上り線

M
A001

F

P001

下り線

M

 /

産化美唄川橋　コンクリート除去工・断面修復工　展開図（その１）

（上部工）

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋

コンクリート除去工、断面修復工

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

展開図（その１）

－

－

－

コンクリート除去工・断面修復工

下り線

（A1～P1）

上り線

（A1～P1）

事前調査工A

17

21-1

8-2

9

27

28-2

30-2

25

21-2

8-1

18

19-1 19-2

19-3

20-1

20-2

49

28-1

30-1

８   ２８



位置図

A001 P001
産化美唄川

A002P002

G4

G3

G2

G1

主桁側面

3

a
b

d
c

e
f

h
g

P002
M

2

1

6

5

4

9

8

7

12

11

10

上り線

P001
F

G2

G1

G4

G3

d

c

b

a

g

h

f

e

主桁側面

3

P001
F

P002
M

2

1

6

5

4

9

8

7

12

11

10

G4

G3

G2

G1

a
b

d
c

e
f

h
g

下り線

G2

G1

G4

G3

d

c

b

a

g

h

f

e

 /

産化美唄川橋　コンクリート除去工・断面修復工　展開図（その２）

（上部工）

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋

コンクリート除去工、断面修復工

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

展開図（その２）

－

－

－

コンクリート除去工・断面修復工

下り線

（P1～P2）

上り線

（P1～P2）

事前調査工A

4

19-1

8-3

8-1

20

1

37

35

54-1

54-2
3

19-2

8-2

９    ２８



位置図

A001 P001
産化美唄川

A002P002

（下り線）
（路肩側）（中分側）

ＣＬ

S1S2S3S4S5

（上り線）

（路肩側） ＣＬ

S1 S2 S3 S4 S5

下り線 上り線

 /

産化美唄川橋　コンクリート除去工・断面修復工　展開図（その３）

（下部工）

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋

コンクリート除去工、断面修復工

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

展開図（その３）

－

－

－

コンクリート除去工・断面修復工

（A1）

23-2

23-3

（A1）

23-1

13-2

46

13-313-1 13-4

事前調査工B

１０  ２８



位置図

A001 P001
産化美唄川

A002P002

（路肩側）

張出下面

（中分側）

張出下面

G1 G2 G3 G4

S1 S2 S3 S4 S5（路肩側）

張出下面

（中分側）

張出下面

G1 G2 G3 G4

S1 S2 S3 S4 S5

 /

産化美唄川橋　コンクリート除去工・断面修復工　展開図（その４）

（下部工）

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋

コンクリート除去工、断面修復工

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

展開図（その４）

－

－

－

コンクリート除去工・断面修復工

下り線

（P1）

上り線

（P1）

10-8

10-1

10-2

50

10-1

10-5

10-7

10-6
32-2

32-1

35

37-1

36

18-1

35

10-4

10-3
51

18-2
18-3

37-2

事前調査工B

１１  ２８



コンクリート除去工・断面修復工　詳細図

（既設鉄筋）

防錆材の塗布

断面修復材

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
工
法

コ
ン
ク
リ
ー
ト
除
去
範
囲

既設コンクリート

断面修復材

※　フェザーエッジが生じないように留意する

コンクリート除去工（深さ10cm以下）及び断面修復工　標準断面図 コンクリート除去工（深さ10cmを超える）及び断面修復工　標準断面図

コ
ン
ク
リ
ー
ト
除
去
範
囲

1
0
0

ウォータージェット工法コンクリート除去
ｔ=100

ウォータージェット工法コンクリート除去深さ

コンクリート除去深さ

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
工
法

コ
ン
ク
リ
ー
ト
除
去
範
囲

1
0
0

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
工
法

コ
ン
ク
リ
ー
ト
除
去
範
囲

2
0
0
m
m
以
下

（既設鉄筋）

防錆材の塗布

奥側鉄筋の背面10mm程度まで

コンクリートを除去するものとする。

奥側鉄筋の背面10mm程度まで

コンクリートを除去するものとする。

（既設鉄筋）

防錆材の塗布

（既設鉄筋）

※　フェザーエッジが生じないように留意する

既設コンクリート

／

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

コンクリート除去工 断面修復工 詳細図

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

幌　内　橋　補　修　工　事

図面番号

防錆材の塗布

－

－

－

／

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道 央 自 動 車 道

コンクリート除去工・断面修復工　詳細図

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

－

－

－

１２  ２８



図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

中央分離帯転落防止網撤去設置工

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

産化美唄川橋

－

－

－

 /

産化美唄川橋　中央分離帯転落防止網撤去設置工

A1～P2　上下線

数量表

上下線

上下線

上下線

延長（ｍ）

16.70

27.53

幅（ｍ）

1.46 24.38

合計（㎡）

40.191.46

27.53m16.70m

中央分離帯転落防止網

撤去設置範囲

箇 所

A1～P1

P1～P2

64.57合 計 44.23

１３  ２８
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半割ソケット

（φ200）

93°

曲管（加工品）

（φ200）曲管（加工品）

（φ200）

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

排水管Ｃ１、Ｃ２（その１）

－

－

－

 /

産化美唄川橋　排水装置取替　排水管Ｃ１、Ｃ２（その１）

Ａ１－Ｐ１、Ｐ２－Ａ２間　上・下部工　排水管（上り線）

側 面 図

正 面 図
1-1 2-2 3-3 4-4

Ｐ２－Ａ２間　上・下部工　排水管（上り線）Ａ１－Ｐ１間　上・下部工　排水管（上り線）

１４  ２８
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図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

排水管Ｃ１、Ｃ２（その２）

－

－

－

 /
産化美唄川橋　排水装置取替　排水管Ｃ１、Ｃ２（その２）

位 置 図

１－１

側 面 図

Ａ１－Ｐ１間　上・下部工　排水管（下り線）

施工箇所

正 面 図

Ａ１－Ｐ１間　上・下部工　排水管（下り線）

異 径 管（φ200×φ150）

１５  ２８
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1-PL80×6.0×200
1-PL80×6.0×636

2-ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ M12×125

2-PL80×4.5×709

2-BN M12×40(2W付)

取付金具 

2-PL10×4.5×50

745

93

10

163
30
30

101 6
3040

2
00

50
1
00

50

657670177

20
20

4080 80

40
40

636

4.5 4.5
60

1-PL50×4.5×100

93°

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

排水管Ｃ１、Ｃ２（その３）

－

－

－

 /
産化美唄川橋　排水装置取替　排水管Ｃ１、Ｃ２（その３）

Ａ１－Ｐ１、Ｐ２－Ａ２間　上・下部工　吊り・取付金具　詳細図

注記

１．特記なき材質は、全てSS400とする。

２．部材は、全て溶融亜鉛めっきを施すこと。

亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

但し、ボルト・ナット類及び板厚3.2mm未満の部材は、

JIS H8641 HDZT49とする。

３．部材の取付に使用するボルト・ナットはゆるみ止め

機能を有するものとする。

１６  ２８
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取付金具 取付金具

（SA-3） （SA-3）

取付金具（SA-3）

2-φ14（バンド側）

2-φ14*30

2-φ14*30（ﾌﾟﾚｰﾄ側）

1-PL80×6.0×200
1-PL80×6.0×L2 ※L2平均(152)

2-ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ M12×125

2-PL80×4.5×709

2-BN M12×40(2W付)

取付金具 

2-PL10×4.5×50

L

93
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2A 14080249

1684A 108277
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取付金具（SA-3）寸法表

377

φ177

35 25

60

4.5

11

4
.5

4
.5

377

25 65 65 25

65 2525 65

※
2
50

25 25

50

25
※
2
50

※
2
75

吊り金具（A-1）

50

150

2-PL50×4.5×335
2-PL50×4.5×524

2-ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ M16×125

吊金具

2-PL11×4.5×50
4-BN M12×40(2W付)

※　現地寸法確認

4
.5

6個

施工箇所

6個

平均 152

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

排水管Ｃ１、Ｃ２（その４）

－

－

－

 /
産化美唄川橋　排水装置取替　排水管Ｃ１、Ｃ２（その４）

配 置 図

正 面 図

Ｐ１－Ｐ２間　上部工　排水管

施工箇所

施工箇所

注記

１．特記なき材質は、全てSS400とする。

２．部材は、全て溶融亜鉛めっきを施すこと。

亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

但し、ボルト・ナット類及び板厚3.2mm未満の部材は、

JIS H8641 HDZT49とする。

３．部材の取付に使用するボルト・ナットはゆるみ止め

機能を有するものとする。

１７  ２８



Ａ１－Ｐ１　上り線 Ｐ２－Ａ２　上り線

撤去延長＝5666

撤
去

延
長

＝
1
2
5
5
1

撤去延長＝5076

Ｐ１　上り線 Ｐ２　上り線

撤
去

延
長

＝
1
4
4
9
2

撤
去

延
長

＝
7
6
0

撤
去

延
長

＝
7
6
0

撤
去

延
長

＝
7
6
0

撤
去

延
長

＝
7
6
0

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

既設排水装置詳細図（１）

－

－

－

 /
産化美唄川橋　排水装置取替　既設排水装置詳細図（１）

上り線
側　面　図

施工箇所

施工箇所

施工箇所

施工箇所

施工箇所

施工箇所 施工箇所

施工箇所

※本図面は、既設排水装置の図面である。
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図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

既設排水装置詳細図（２）

－

－

－

 /
産化美唄川橋　排水装置取替　既設排水装置詳細図（２）

施工箇所

側　面　図

施工箇所
施工箇所

断　面　図

※本図面は、既設排水装置の図面である。

Ａ１　下り線

１９   ２８



図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

産化美唄川橋　排水装置取替

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

既設排水装置詳細図（３）

－

－

－

 /
産化美唄川橋　排水装置取替　既設排水装置詳細図（３）

配 置 図

施工箇所

施工箇所

施工箇所

※本図面は、既設排水装置の図面である。

２０  ２８



図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号 －

－

－

 /

産化美唄川橋　検査路撤去設置工（１）

　上下線　Ｐ１橋脚

検
査

路
撤

去
設

置
工

Ａ

数量表

上下線
検査路撤去設置工Ａ

（ｍ）

7.2下り線

位 置

Ｐ１（Ｔ１１）

合　　計 14.4

検
査

路
撤

去

設
置

工
Ａ

検
査

路
撤

去

設
置

工
Ａ

検査路撤去設置工Ａ

検査路撤去設置工（１）

産化美唄川橋

上り線 Ｐ１（Ｔ１２） 7.2

２１  ２８



図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

検査路撤去設置工（２）

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

産化美唄川橋

－

－

－

 /

産化美唄川橋　検査路撤去設置工（２）

上下線　Ｐ１橋脚

検査路撤去設置工Ａ　Ｌ＝4.534＋4.534＝9.068m

数量表

上下線
検査路撤去設置工Ａ

（ｍ）

9.1下り線

位 置

Ｐ１

合　　計 18.2

上り線 Ｐ１ 9.1

２２  ２８
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計画河川交点
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A1

公衆用道路（奈井江町所有）

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

豊沼奈江川橋

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

橋梁一般図（その１）

－

－

－

 /

豊沼奈江川橋　橋梁一般図（その１）
２３  ２８



A1 STA.305+97.520

横断図

P.H

2.0%

アスファルト舗装 t=75mm

鉄筋コンクリート床版 t=220～260mm

橋　　　　　長

床版コンクリート

道　路　規　格

荷　　　　　重

有　効　幅　員

横　断　勾　配

縦　断　勾　配

地　震　係　数

床　版　鉄　筋

適 用 示 方 書

使　用　材　質

123.780 m

32.800 m+58.800 m+31.700m

第1種2級B規格 V=100km/h

TL - 20,  TT - 43

鋼2径間連続非合成鈑桁,鋼単純合成鈑桁

32.200m+2@29.100m+31.100m

斜角A-LINE 9.250～14.473 72°-00’-00”

2.000
%

2.250%

水平震度 KH=0.19 鉛直震度 KV=±0

圧縮強度σck=240kg/cm2 300kg/cm2

材質 SD30B 許容引張応力度σsa=1400kg/cm2

昭和55年 道路橋示方書同解説・設計要領第二集

設　計　条　件
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図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道  央  自  動  車  道

豊沼奈江川橋

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号

橋梁一般図（その２）
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－

－

 /

豊沼奈江川橋　橋梁一般図（その２）
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伸縮装置補修工Ａ　詳細図（１）

豊沼奈江川橋 上り線 Ｐ１

／ 00000

※本図面は、既設の伸縮装置図面である

※止水材の選定にあたっては、本橋梁に対応した斜角・遊間・伸縮量が適応した材料を選定すること。 事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

旭 川 管 理 事 務 所

道　央　自　動　車　道
産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面の種類
豊沼奈江川橋

伸縮装置補修工Ａ　詳細図（１）

縮 尺 ― 図面番号 ―

設計会社名 ―

施工会社名 ―

伸縮装置補修工A：11.365m

数量表

施工箇所 上下
伸縮量
(mm)

数量
(ｍ)

豊沼奈江川橋
Ｐ1橋脚 上り線 50.6 11.365

２５  ２８



 
 
 
 

伸縮装置補修工Ａ　詳細図（２）

豊沼奈江川橋 下り線 Ｐ１

／ 00000

※本図面は、既設の伸縮装置図面である

※止水材の選定にあたっては、本橋梁に対応した斜角・遊間・伸縮量が適応した材料を選定すること。

伸縮装置補修工A：11.461m

数量表

施工箇所 上下
伸縮量
(mm)

数量
(ｍ)

豊沼奈江川橋
Ｐ1橋脚 下り線 50.6 11.461

設計会社名 ―

施工会社名 ―

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

旭 川 管 理 事 務 所

道　央　自　動　車　道
産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面の種類
豊沼奈江川橋

伸縮装置補修工Ａ　詳細図（２）

縮 尺 ― 図面番号 ―

２６  ２８



 
 
 
 

伸縮装置補修工Ｂ　詳細図

豊沼奈江川橋 上り線 Ｐ３

／ 00000

※本図面は、既設の伸縮装置図面である

※止水材の選定にあたっては、本橋梁に対応した斜角・遊間・伸縮量が適応した材料を選定すること。 事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

旭 川 管 理 事 務 所

道　央　自　動　車　道
産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面の種類
豊沼奈江川橋

伸縮装置補修工Ｂ　詳細図

縮 尺 ― 図面番号 /

施工会社名

設計会社名

伸縮装置補修工Ｂ：13.517m

数量表

施工箇所 上下
伸縮量
(mm)

数量
(ｍ)

豊沼奈江川橋
Ｐ3橋脚 上り線 0.00 13.517

２７  ２８



1）（*1）規制延長が1ｋｍを超える場合、中間に設置する。
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走行車線規制

4）規制時は交通規制全体を監視する交通監視員1名、テーパー部に1名、

作業箇所に1名配置（作業箇所が複数の場合は作業箇所毎に1名追加。

作業箇所の交通監視員は出入口誘導も兼ねる）を標準とする。

交通監視員

(交通規制工に含まれる)

(交通保安要員にて計上)

5）施工箇所直前に防護車両等を設置する。

(高輝度または自発光)

防護車両

2）本線上で作業が発生しない場合は交通規制工に含まれる監視員のみとする。
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追越車線規制

防護車両

3）監視員は交通規制工に含む2名（交替要員は1名必要）+交通監視員1名。

6）A1（上下線）で使用する断面修復材料の搬入のみの交通規制工は行わない

ものとする。

図面の種類

－

旭 川 管 理 事 務 所
東日本高速道路株式会社　北海道支社

道 央 自 動 車 道

産化美唄川橋　交通規制工

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

産 化 美 唄 川 橋 補 修 工 事

図面番号 －

－

－

交 通 規 制 工

車線規制Ⅰ×１×０

規制速度１００km／ｈ　区間

 /２８  ２８


